
2001年出上の木簡

福
島
・荒
田
目
条
里
制
遺
構

。
砂
畑
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
福
島
県
い
わ
き
市
平
荒
田
目
字
甲
塚

・
明
星
町
、
菅
波
字

砂
畑

。
新
屋
敷

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
九
年

（平
１
）
五
月
―

一
九
九
〇
年

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑪
い
わ
き
市
教
育
文
化
事
業
団

４
　
調
査
担
当
者
　
樫
村
友
延

。
吉
田
生
哉
ほ
か

５
　
遺
跡
の
種
類
　
一象
族
居
宅

・
集
落
跡

・
古
墳
群

・
水
田
跡

・
近
世
墓
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
―
近
世

（中
心
は
八
世
紀
―
〓
二
世
紀
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

遺
跡
は
、
福
島
県
の
太
平
洋
岸
、
阿
武
限
山
地
か
ら
太
平
洋
に
向
か
っ
て
東

流
す
る
夏
井
川
の
下
流
域
に
発

達
し
た
沖
積
地
に
立
地
す
る
。

荒
田
目
条
里
制
遺
構
は
夏
井
川

右
岸
の
広
範
囲
に
わ
た
り
、
砂

畑
遺
跡
は
沖
積
地
に
挟
ま
れ
た

微
高
地
の
部
分
に
あ
た
る
。
両

＞

迫退
跡
の
範
囲
は
重
複
し
て
い
る

平

が
ヽ
遺
跡
の
性
格
が
異
な
り
、

別
の
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。
付

近
に
は
、
磐
城
郡
衡
で
あ
る
根
岸
遺
跡
、
夏
井
廃
寺
、
緑
釉

。
灰
釉
陶
器
が
多

く
出
土
し
た
小
茶
円
遺
跡
が
あ
る
。

調
査
は
、
国
道
六
号
線
常
磐
バ
イ
パ
ス
エ
事
に
伴
い
、　
一
九
八
八
年
か
ら

一

九
九
五
年
ま
で
断
続
的
に
行
な
わ
れ
、
縄
文
時
代
か
ら
近
世
ま
で
の
複
合
遺
跡

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
奈
良

・
平
安
時
代
の
遺
構
と
し
て
豪
族
居
宅
を
中

心
と
し
た
集
落
が
確
認
さ
れ
、
集
落
に
伴
う
水
田
跡
の
大
溝
か
ら
は
木
簡
も
出

土
し
て
い
る

（本
誌
第

〓
二
号
）。
な
お
、
郡
符
木
簡
が
出
土
し
た
荒
田
目
条
里

遺
跡
は
こ
の
大
溝
の
上
流
に
あ
た
る

（本
誌
第
一
七
号
）。

一
二
世
紀
中
葉
頃
―

一
三
世
紀
に
は
大
型
の
掘
立
柱
建
物
を
中
心
と
し
た
遺

構
群
が
存
在
し
、
建
物
周
辺
で
は
龍
泉
窯
系
青
磁
香
炉

。
青
白
磁
梅
瓶
な
ど
が

出
土
し
て
お
り
、
土
坑
や
溝
跡
か
ら
は
多
量
の
対
蝸
と
と
も
に
羽
口
や
金
属
津

が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
畑
の
痕
跡

（畝
状
遺
構
）
も
広
範
囲
に
検
出
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
遺
構

・
遺
物
は
平
安
時
代
末
に
新
た
に
台
頭
し
て
き
た
勢

力
に
関
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

木
簡
①
ｌ
①
が
出
土
し
た
第

一
一
九
号
土
坑
と
い
ｌ
⑩
が
出
土
し
た
第

一
人

一
号
土
坑
は
大
型
の
深
い
掘
り
込
み
で
、
鋳
型
を
製
作
す
る
た
め
に
砂
を
採
取

し
た
痕
跡
と
考
え
ら
れ
る
。
第

一
一
九
号
土
坑
で
は
、
い
と
同
形
態
で
文
字
の

記
さ
れ
て
い
な
い
木
製
品
も

一
点
出
土
し
て
い
る
。
０
が
出
土
し
た
第
三

一
九

号
土
坑
は
大
型
の
掘
立
柱
建
物
に
隣
接
し
て
お
り
、
建
物
の
解
体
に
関
連
す
る

廃
棄
土
坑
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
土
坑
は
、
遺
構
の
重
複
関
係
や
共
伴
す

る
遺
物
か
ら

一
二
世
紀
後
半
か
ら

一
三
世
紀
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。



８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

第
一
一
九
号
土
坑

①

　

「南
無
阿
弥
陀
仏
」

②

　

「南
無
阿
弥
陀
仏

①

　

一二
世
仏

第

一
人

一
号
土
坑

硼

　

「始
知
衆
生

生
死
涅
槃

団

　

「□
古
仏
　
　
同
国

一
向
主
世
仏
同
国

「
質
１
ミ
ｆ
Ｒ

質
１
日
日
回

「
呵
蜀
玉
耳
翼

「
■
１
玉
■
Ｒ

〔
■
力
〕
　

〔
翼
力
〕

「
□
１
ミ
可
□

「南
無
阿
弥
陀
仏
」

l101  (9)  (8)  (7)

猶本
如来
昨成
夢仏

Ю
ｏ
卜
×

Ｐ
ｏ
×

『
　

ｏ
頓
μ

（
岸
ヽ
〇
）
×

Ｐ
ω
×

卜
　

ｏ
岸
ｏ

（
∞
『
）
×

μ
∞
×

ω
　

ｏ
∞
Ｐ

］
囀
Ｐ
×
∞
６
×
］
　
ｏ
Ｐ
Ｐ

（
Ｐ
Ｏ
⇔
）
×
］
Φ
×

Ｐ
　
ｏ
Ｐ
Φ

（
Ю
岸
∞
）
×
∞
〇
×

μ
　
ｏ
Ｐ
ｏ

（
Ｐ
∞
Φ
）
×
］
〇
×

Ｐ
　
ｏ
Ｐ
ｏ

（
μ
Φ
卜
）
×
や
〇
×
解
　
ｏ
Ｐ
Φ

（
Ｐ
り
ω
）
×
μ
∞
×
Ｐ
　
ｏ
Ｐ
ｏ

］
⇔
膵
×

Ｐ
Φ
×

Ｐ
　

ｏ
Ｐ
Ｐ

第
二

一
九
号
土
坑

llll

【陀
仏
〕

「南
無
阿
弥
□
□
」

Ｐ
∞
⇔
×
Ｐ
『
×
ω
　
ｏ
Ｐ
Ｐ

ω
ｌ
⑩
は
柿
経
で
あ
る
が
、
①
ｌ
Ｏ

・
⑪
は
厚
み
が
あ
り
、
柿
経
と
す
る
に

は
疑
間
が
あ
る
。
ω
は
上
端
が
圭
頭
形
で
、
下
部
は
細
く
な
る
。
②
も
下
端
が

欠
損
し
て
い
る
が
同
様
の
形
態
と
考
え
ら
れ
る
。
⑪
も
上
端
が
圭
頭
形
で
、
下

端
の
幅
が
細
く
な
る
点
は
い
と
共
通
す
る
。
い
ず
れ
も

「南
無
阿
弥
陀
仏
」
の

文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
③
は
上
下
端
と
も
欠
損
し
て
い
る
が
、
文
字
間
隔
を

考
慮
す
る
と
、
冨
一世
仏
」
の
三
文
字
の
み
で
上
下
に
は
文
字
は
続
か
な
い
と

考
え
ら
れ
る
。

い
は
短
冊
形
を
呈
し
、
四
文
字
×
二
段
×
二
行
の
一
六
文
字
が
記
さ
れ
て
い

る
。
内
容
は

『円
覚
経
』
の
一
部
で
あ
る
。
⑤
も
短
冊
形
で
、
下
端
が
欠
損
し

て
い
る
。
や
は
り
経
文
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
が
、
文
字
が
不
鮮
明
で
、
出
典

は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
「向
」
は

「切
」
の
可
能
性
も
あ
る

⑦
ｌ
①
は
細
長
い
短
冊
形
を
呈
す
る
。
⑭

。
①
は
、
上
端
が
や
や
丸
味
を
帯

び
る
。
下
端
は
欠
損
し
て
い
る
が
、
五
大
種
子
を
示
す

「質
１
こ
∬
翼
（キ
ャ

カ
ラ
バ
ア
）」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
０
も
断
片
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
資
料
で
あ

る
が
同
様
の
種
子
で
あ
ろ
う
。
①
も
下
端
が
欠
損
し
、
墨
痕
も
不
鮮
明
で
あ
る

が
、
赤
外
線
で
は
種
子
が
二
行
記
さ
れ
て
い
る
の
が
か
す
か
に
読
み
と
れ
る
。

な
お
、
釈
読
に
つ
い
て
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏
、
い
の
経
文

の
出
典
に
つ
い
て
は
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
の
岡
本
広
義
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。



2001年出上の木簡

９
　
関
係
文
献

い
わ
き
市
教
育
委
員
会

『荒
田
目
条
里
制
遺
構

・
砂
畑
遺
跡
』
（
い
わ
き
市
埋

蔵
文
化
財
調
査
報
告
第
八
四
冊
　
一
一〇
〇
二
年
）

（猪
狩
み
ち
子
）

‐襲　③

O              SCM




